
バックナンバーと特集テーマのご案内
過去2年分のバックナンバーは当社に在庫がございますので，ご入用の際は
弊社販売・PR部（☎ 03-3817-5650  FAX 03-3815-7804）までお申し込みください．
それ以前の号については東亜ブック（〒178-0061 東京都練馬区大泉学園町5-27-11  ☎03-5947-4781
FAX 03-3923-4539  E-mail：st@toabook.com  URL：http://www.toabook.com/）にお問い合わせください．

Vol.58 （2024年）
No. 12 “子ども”と“母”をつなぎ支える理学療法
No. 11 Multimorbidity and Multiple Disabilities

（MMD）―多疾患重複時代がやってきた !

No. 10 小脳 update―運動と認知
No. 9 最適な非対称性動作を考える
No. 8 全身持久力トレーニング
No. 7 視覚障害を併存する

―対象者の理学療法を考える
No. 6 足病―あしを救って機能も救うために
No. 5 “行為”の回復のための理学療法
No. 4 DXが理学療法にもたらす未来
No. 3 骨盤底機能障害と運動器障害の連関
No. 2 総合理学療法
No. 1 Physical Activity

Vol.57 （2023年）
No. 12 疾病・介護予防のための運動療法
No. 11 ヴィジョン―見えるものと見えないもの
No. 10 ACP―個人の人生史を尊重し受け入れる
No. 9 運動器理学療法をどう捉えるか

―統合的戦略で自らの思考の枠を乗り越える
No. 8 睡眠と理学療法の深い関係
No. 7 腎臓リハビリテーション
No. 6 脳卒中の予後予測と目標設定
No. 5 関節間トレードオフ
No. 4 理学療法の 2040年
No. 3 システムとしての姿勢制御

―メカニズムの解明から臨床応用まで

Vol.59  No.1（2025年1月号）
特集

隣接関節の運動の影響
　人の運動を単一の関節だけで論ずることはできない．同
じように単一筋の活動は起始と停止が互いに近づこうとす
る作用しかない．スポーツや日常生活活動の何をとっても
単一関節で完結する運動はないにもかかわらず，要素主義
の癖として，該当関節を構成する運動器の要素のみで考え
てしまいがちである．この考え方では評価者にとっては理
解しやすくても実際の運動とは似て非なるものとなる．本
特集では評価者の視野を拡大すべく，隣接関節との関係
性について着目して論議していただく．
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次号予告 � Vol.59  No.3（2025年3月号）

科学的介護
科学的介護とは  川越雅弘
介護データの質の評価に向けた取り組み  宇田和晃
介護施設における科学的介護の実践のための組織づくり  井口健一郎
口腔・栄養ケアマネジメントに対する科学的介護の取り組み  髙田健人，他
排泄に対する科学的介護の取り組み  中川朋子
認知症ケアに対する科学的介護の取り組み  田中繁弥，他
介護現場におけるDXと職員のITリテラシーをいかに高めるか  波戸真之介
科学的介護を推進するための理学療法士の役割と期待  牧迫飛雄馬

介護報酬の仕組み
介護報酬の基本的知識と改定のポイント  川副巧成
改定ポイントその①　地域包括ケアシステムの深化・推進  中田隆文
改定ポイントその②　自立支援・重度化防止に向けた対応  井上達朗

視覚ベースの動作分析・評価⑪
　姿勢の見方  今井良輔
AIと理学療法③
　AIを用いた論文執筆  柳　尚弥
薬剤と理学療法③
　パーキンソン病治療薬  宇田川雄也，他
理学療法士のキャリアデザイン―多様な可能性と挑戦③
　理学療法士×女性のキャリアデザイン  新藤　愛
文献収集と管理③
　基礎編：診療ガイドライン  森山英樹
臨床実習サブノート「どれくらい運動させていいかわからない」をどう克服するか 最終回
　心不全に対する全身持久力増強運動  西川淳一

＊都合により内容が変更となる場合もありますのでご了承ください．

特 集

Close-up

連 載

年間購読のご案内

1冊ずつ購入するよりお得！
発行後すぐに送料無料でお届けします！
 「電子版」なら，1年分の購読料で創刊号からのバックナンバーが 
読み放題！

お申し込みは医学書院ウェブサイトまたは弊社販売・PR部まで

TEL 03-3817-5650／FAX 03-3815-7804 
https://www.igaku-shoin.co.jp/journal-subscription

2025年  年間購読料
（12冊，税込，送料弊社負担）

冊子版  23,958円
電子＋冊子版／個人  27,258円
電子版／個人  21,912円
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